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平成１８年千葉県地価公示の概要 
県土整備部都市計画課 

 

１ 地価公示について 

 （１）地価公示の目的 

    地価公示は、地価公示法第１条の規定により、国土交通省の土地鑑定委員会が、

毎年１月１日を基準日として標準地の正常な価格を調査し、公示するものである。 

    この制度は、都道府県知事が県全域について行う地価調査（基準日：毎年７月

１日実施）とあわせて一般の土地の取引価格の指標とされるとともに、公共事業

用地の取得価格算定の基準とされなど、適正な地価の形成に寄与することを目的

としている。 
 

 （２）調査地点 

    全国３１，２３０地点(前年同数)のうち本県分は、６４市区町村１，５３３地点

(宅地１，５２６地点、林地７地点)で調査を実施した。 

    ※地価公示法の一部改正(平成１７年４月１日施行)に伴い、新たに都市計画区域

外の区域においても地価公示が実施され、全国で１０３地点、本県では香取郡

神崎町(住宅地)、夷隅郡大多喜町(商業地)に各１地点の標準地が設定された。 
 
 ◎平成１８年地価公示標準地数 

区 分 住 宅 地
宅  地 
見 込 地 商 業 地

準 工 業

地 工 業 地

調  整 
区 域 内

宅  地 
林  地 合  計

千 葉 県 1,145 9 207 55 47 63 7 1,533
全 国 20,273 91 6,707 1,795 757 1,548 59 31,230

 

 （３）基準日及び公表日 

    ・基 準 日：平成１８年１月１日 

    ・公表日［官報公示］：平成１８年３月２４日 
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２ 全般的な動向 
  ・全用途、住宅地、商業地ともに対前年平均変動率（以下「平均変動率」という。）

は、平成１３年から６年連続して下落幅を縮小させるとともに、全ての用途区分で  

下落幅がマイナスの１桁台になるなど、前年と比べ下落幅が大幅に縮小している。 
  ・平成１８年地価公示の全標準地（林地を除く。）のうち、２９．２％の標準地で   

上昇や横ばいの地点が現れるなど、東京圏・東京近接地域においては下げ止まった

ものと考えられる。 
 （１）全用途の平均変動率は、▲１．７％（前年：▲５．２％）となっており、前年

と比べ３．５ポイント縮小しているものの、平成４年から１５年連続してマイナ

スの変動を示した。 
    県内の６２市区町村のうち浦安市、市川市が上昇し、５８市区町村で下落幅が

縮小し、１町が前年と同率下落、１町が１７年設定のため下落となっている。 
 （２）住宅地の平均変動率は、▲１．５％（前年：▲４．５％）となっており、前年

と比べ３．０ポイント縮小した。 
    県内の６１市区町村のうち浦安市、市川市、千葉市美浜区、流山市の４市区が

上昇し、５５市区町村で下落幅が縮小し、１町が前年と同率下落、１町が１７年

設定のため下落となっている。 
 （３）商業地の平均変動率は、▲０．８％（前年：▲５．７％）となっており、前年

と比べ４．９ポイント縮小した。 
    県内５３市区町村のうち、市川市、浦安市、船橋市など１０市区が上昇し、   

千葉市若葉区、緑区の２区が横ばい、３９市区町村で下落幅が縮小し、１町が  

前年と同率下落、１町が１７年設定のため下落となっている。 
 
※用途別対前年平均変動率                      （単位：％） 

用途 
年 

住宅地 
宅 地 
見込地 

商業地 準工業地 工業地 
調整区域

内 宅 地 
全用途 
平 均 

平成 18 年 ▲１．５ ▲５．３ ▲０．８ ▲３．０ ▲５．１ ▲５．０ ▲１．７

平成 17 年 ▲４．５ ▲１０．０ ▲５．７ ▲９．０ ▲１０．４ ▲８．５ ▲５．２

※用途別平均価格                        （単位：円╱㎡） 
用途 

年 
住宅地 

宅 地 
見込地 

商業地 準工業地 工業地 
調整区域

内 宅 地 
全用途 
平 均 

平成 18年 107,100 33,700 235,400 68,200 47,200 25,500 117,400

平成 17年 107,100 35,900 230,200 69,000 49,900 26,700 116,900
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３ 地域別の動向 
 （１）地域別比較 
   ア 住宅地の平均変動率は、３地域とも下落幅を縮小し、東京圏東京近接地域が

▲０．２％（前年：▲３．１％）と下落幅が最も小さく、次いで東京圏その他

が▲３．０％（前年：▲６．１％）であり、地方圏が▲４．７％（前年：     

▲８．６％）と最も下落が大きかったものの、マイナス１桁台の下落幅と   

なっている。 
     なお、標準地で、浦安市の全２５地点、市川市の７１地点、松戸市の２８地

点、船橋市の２７地点など９市６区の２２６地点が上昇し、また１４市６区の

１１３地点が横ばいとなっている。 
 
   イ 商業地の平均変動率は、東京圏東京近接地域が１．７％（前年：▲３．４％）

と上昇に転じ、次いで東京圏その他が▲３．４％（前年：▲８．１％）であり、

地方圏が▲５．３％（前年：▲９．６％）と最も下落が大きかったものの、    

マイナス１桁台の下落幅となっている。 
     なお、標準地で、市川市の全１２地点、浦安市の全４地点、船橋市の１４地

点、千葉市中央区の１２地点など６市４区の６６地点が上昇し、また６市５区

の２５地点が横ばいとなっている。 
 
 （２）東京圏東京近接地域の動向   ※（ ）は、１７年の変動率 
    ・他の地域に比べ利便性や収益性に富む東京近接地域の１４市区では、住宅地

で４市区、商業地で１０市区の平均変動率が上昇となっている。 
    ・つくばエクスプレス沿線の駅勢圏では、都心へのアクセスが向上したことな

どにより高水準で取り引きされ、特に、南流山駅を中心とした周辺住宅地は、

都心まで約２０分程度の距離となるため、通勤通学の利便性が一段と向上し、

上昇に転じた。 
また、柏の葉キャンパス駅に最も近い標準地２地点が、昨年に引き続き上昇

となっている。 
 
   ア 全用途 
     浦安市の平均変動率は６．６％（０．６％）で昨年に引き続き上昇し、市川

市の平均変動率は４．６％（▲０．７％）で、平成３年以来１５年ぶりに上昇

に転じた。 
     また、主な市区別の下落幅の大小については、以下のとおりである。 
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      <下落幅小>             <下落幅大> 
     流山市  ▲０．１（▲２．６）   八千代市 ▲２．５（▲４．６） 
     松戸市  ▲０．２（▲３．２）   緑 区  ▲１．９（▲７．３） 
     中央区  ▲０．５（▲５．６）   稲毛区  ▲１．７（▲３．９） 
     美浜区  ▲０．７（▲３．５）   花見川区 ▲１．６（▲４．３） 
 
   イ 住宅地 
     浦安市の平均変動率は５．９％（１．９％）、千葉市美浜区の平均変動率は  

１．２％（０．１％）で昨年に引き続き上昇し、市川市の平均変動率は４．１％

(▲０．１％)、流山市の平均変動率は０．３％（▲２．３％）で、平成３年以来

１５年ぶりに上昇に転じた。 
     また、主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     松戸市  ▲０．２（▲３．３）   八千代市 ▲２．３（▲３．９） 
     中央区  ▲０．７（▲４．６）   船橋市  ▲１．７（▲４．６） 
     柏 市  ▲０．９（▲２．４）   習志野市 ▲１．６（▲４．０） 
     稲毛区  ▲１．４（▲３．５）   緑 区  ▲１．６（▲７．０） 
 
   ウ 商業地 
     東京近接地域１４市区のうち１０市区が、平成３年以来１５年ぶりに上昇に

転じたのをはじめ、若葉区０．０％（▲５．９％）、緑区０．０％（▲６．０％）

の２区で横ばいとなっている。 
     また、平均変動率が下落した、流山市▲１．５％(▲３．４％)、八千代市    

▲２．２％（▲６．２％）でも、下落幅は大きく縮小した。 
     なお、上昇した市区は、以下のとおりである。 
     市川市   ９．１（▲１．９）  中央区   ０．７（▲５．３） 
     浦安市   ８．０（▲１．７）  美浜区   ０．５（▲２．５） 
     船橋市   １．６（▲３．７）  花見川区  ０．４（▲２．１） 
     習志野市  １．４（▲５．１）  柏 市   ０．１（▲１．５） 
     松戸市   ０．８（▲２．５）  稲毛区   ０．１（▲１．０） 
 
 （３）東京圏その他の動向 
     東京圏その他地域の主要駅周辺は、都心への通勤圏であり、全用途・住宅地・

商業地の平均変動率は、全ての市町村で１桁台の下落幅となっており、前年と

比べ下落幅が大幅に縮小している。 
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   ア 全用途 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     鎌ヶ谷市 ▲１．８（▲５．８）   富津市  ▲７．９（▲１３．４） 
     成田市  ▲２．２（▲３．４）   本埜村  ▲５．７（▲８．９） 
     野田市  ▲２．５（▲４．０）   栄 町  ▲５．４（▲８．０） 
     四街道市 ▲２．７（▲４．１）   印西市  ▲５．０（▲６．７） 
 
   イ 住宅地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     成田市  ▲１．５（▲２．６）   富津市  ▲７．７（▲１３．４） 
     野田市  ▲１．９（▲３．６）   栄 町  ▲５．４（▲８．０） 
     鎌ヶ谷市 ▲１．９（▲５．４）   印西市  ▲４．３（▲５．７） 
     袖ヶ浦市 ▲２．１（▲６．８）   酒々井町 ▲３．７（▲４．７） 
 
   ウ 商業地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     鎌ヶ谷市 ▲０．８（▲７．６）   富津市  ▲８．３（▲１３．６） 
     野田市  ▲１．８（▲２．８）   印西市  ▲５．９（▲８．６） 
     四街道市 ▲１．８（▲５．２）   成田市  ▲５．２（▲７．７） 
     袖ヶ浦市 ▲２．１（▲６．４）   我孫子市 ▲４．５（▲８．１） 
 
 （４）地方圏の動向 
     他圏と比べ下落幅が大きく地価が低いが、前年に比べ下落幅は大きく縮小 

し、全用途・住宅地・商業地の平均変動率は、全ての市町村が１桁台の下落幅

である。 
 
   ア 全用途 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     旭 市  ▲１．８（▲３．０）   蓮沼村  ▲９．２（▲１５．５） 
     館山市  ▲２．４（▲８．８）   横芝町  ▲８．９（▲１２．２） 
     八日市場市▲２．４（▲３．４）   下総町  ▲８．９（▲９．９） 
     大網白里町▲３．０（▲８．４）   大栄町  ▲８．４（▲１０．５） 
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     なお、２８市町村で下落幅が縮小し、１町が前年と同率下落、１町が１７年

設定のため下落となっている。 
 
   イ 住宅地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     旭 市  ▲１．７（▲２．７）   蓮沼村  ▲９．２（▲１６．１） 
     館山市  ▲２．２（▲８．３）   横芝町  ▲８．９（▲１２．２） 
     銚子市  ▲２．４（▲２．９）   下総町  ▲８．９（▲１０．０） 
     八日市場市▲３．１（▲４．５）   大栄町  ▲８．４（▲１０．７） 
     なお、２８市町村で下落幅が縮小し、１町が前年と同率下落、１町が１７年

設定のため下落となっている。 
 
   ウ 商業地 
     主な市町村別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     八日市場市▲１．５（▲１．７）   東庄町  ▲９．７（▲１１．４） 
     旭 市  ▲２．１（▲３．５）   芝山町  ▲９．１（▲９．１） 
     大網白里町▲２．８（▲１２．４）  横芝町  ▲９．０（▲１２．１） 
     館山市  ▲２．９（▲９．８）   多古町  ▲８．９（▲９．７） 
     なお、２５市町村で下落幅が縮小し、１町が前年と同率下落、１町が１７年

設定のため下落となっている。 
 
 



４．用途別の動向　　　　　　　　

（１）全用途

　ア　変動率が上昇した市区町村

２市（前年：１市）
［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

浦 安 市 ６．６ ０．６

市 川 市 ４．６ ▲０．７

　イ　変動率５％未満の下落を示した市区町村
４０市区町村（前年：１７市区）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

流 山 市 ▲０．１ ▲２．６ 館 山 市 ▲２．４ ▲８．８ 市 原 市 ▲３．８ ▲９．５

松 戸 市 ▲０．２ ▲３．２ 八日市場市 ▲２．４ ▲３．４ 白 子 町 ▲３．９ ▲１１．６

中 央 区 ▲０．５ ▲５．６ 野 田 市 ▲２．５ ▲４．０ 白 井 市 ▲３．９ ▲５．５

美 浜 区 ▲０．７ ▲３．５ 八 千 代 市 ▲２．５ ▲４．６ 君 津 市 ▲４．０ ▲９．６

柏 市 ▲１．０ ▲２．８ 四 街 道 市 ▲２．７ ▲４．１ 茂 原 市 ▲４．０ ▲９．３

船 橋 市 ▲１．４ ▲４．７ 佐 倉 市 ▲２．８ ▲５．３ 御 宿 町 ▲４．１ ―

若 葉 区 ▲１．４ ▲５．４ 大網白里町 ▲３．０ ▲８．４ 木 更 津 市 ▲４．２ ▲９．８

習 志 野 市 ▲１．６ ▲４．５ 銚 子 市 ▲３．３ ▲４．０ 佐 原 市 ▲４．３ ▲６．２

花 見 川 区 ▲１．６ ▲４．３ 我 孫 子 市 ▲３．３ ▲４．２ 小 見 川 町 ▲４．３ ▲６．３

稲 毛 区 ▲１．７ ▲３．９ 長 南 町 ▲３．４ ▲１０．４ 酒 々 井 町 ▲４．４ ▲５．４

鎌 ヶ 谷 市 ▲１．８ ▲５．８ 鴨 川 市 ▲３．５ ▲９．２ 長 生 村 ▲４．８ ▲１０．０

旭 市 ▲１．８ ▲３．０ 袖 ヶ 浦 市 ▲３．６ ▲９．３ 東 金 市 ▲４．９ ▲１１．３

緑 区 ▲１．９ ▲７．３ 富 里 市 ▲３．７ ▲６．４

成 田 市 ▲２．２ ▲３．４ 印 旛 村 ▲３．８ ▲８．５

　ウ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村

２０市町村(前年：３１市区町村)

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

印 西 市 ▲５．０ ▲６．７ 山 武 町 ▲５．７ ▲１２．１ 芝 山 町 ▲８．１ ▲８．１

栄 町 ▲５．４ ▲８．０ 成 東 町 ▲５．８ ▲１３．４ 多 古 町 ▲８．３ ▲１０．６

松 尾 町 ▲５．６ ▲９．２ 勝 浦 市 ▲５．９ ▲１２．６ 大 栄 町 ▲８．４ ▲１０．５

本 埜 村 ▲５．７ ▲８．９ 九十九里町 ▲７．２ ▲１５．０ 下 総 町 ▲８．９ ▲９．９

い す み 市 ▲５．７ ▲９．９ 東 庄 町 ▲７．３ ▲８．８ 横 芝 町 ▲８．９ ▲１２．２

一 宮 町 ▲５．７ ▲１０．３ 光 町 ▲７．７ ▲９．８ 蓮 沼 村 ▲９．２ ▲１５．５

八 街 市 ▲５．７ ▲８．０ 富 津 市 ▲７．９ ▲１３．４

　エ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村

０（前年：１３市町村）

　オ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村

０（前年：２町村）
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　全用途の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ３．５ポイント縮小し、▲１．７％
（前年：▲５．２％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり１１７，４００円で、昨年より５００円増加した。
　なお、市区町村別平均変動率は、浦安市、市川市の２市が上昇、▲５％未満が４０市区町村、
▲５％～▲１０％未満が２０市町村で、マイナス１０％以上の変動率を示した市区町村は無くなっ
た。



（２）住宅地

　ア　変動率が上昇した市区町村及び標準地

４市区（前年：２市区）　　２２６地点（前年：５４地点）
［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

浦 安 市 ５．９ １．９ 美 浜 区 １．２ ０．１

市 川 市 ４．１ ▲０．１ 流 山 市 ０．３ ▲２．３

　イ　変動率０％の市区町村及び標準地
０（前年：０）　　　１１３地点（前年：７９地点）

　ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

４１市区町村（前年：２０市区町）　　　６８５地点（前年：５４６地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

松 戸 市 ▲０．２ ▲３．３ 館 山 市 ▲２．２ ▲８．３ 鴨 川 市 ▲３．２ ▲８．６

中 央 区 ▲０．７ ▲４．６ 八 千 代 市 ▲２．３ ▲３．９ 白 井 市 ▲３．５ ▲４．６

柏 市 ▲０．９ ▲２．４ 銚 子 市 ▲２．４ ▲２．９ 長 南 町 ▲３．６ ▲１０．８

稲 毛 区 ▲１．４ ▲３．５ 印 旛 村 ▲２．５ ▲８．０ 木 更 津 市 ▲３．７ ▲９．３

成 田 市 ▲１．５ ▲２．６ 佐 倉 市 ▲２．６ ▲４．７ 御 宿 町 ▲３．７ ―

若 葉 区 ▲１．５ ▲５．２ 四 街 道 市 ▲２．７ ▲４．０ 酒 々 井 町 ▲３．７ ▲４．７

花 見 川 区 ▲１．５ ▲３．９ 市 原 市 ▲２．９ ▲８．０ 佐 原 市 ▲３．７ ▲５．６

緑 区 ▲１．６ ▲７．０ 八日市場市 ▲３．１ ▲４．５ 茂 原 市 ▲３．８ ▲８．４

習 志 野 市 ▲１．６ ▲４．０ 君 津 市 ▲３．１ ▲９．１ 印 西 市 ▲４．３ ▲５．７

旭 市 ▲１．７ ▲２．７ 白 子 町 ▲３．１ ▲１１．２ 東 金 市 ▲４．７ ▲１０．８

船 橋 市 ▲１．７ ▲４．６ 我 孫 子 市 ▲３．１ ▲３．９ 八 街 市 ▲４．７ ▲７．２

野 田 市 ▲１．９ ▲３．６ 富 里 市 ▲３．２ ▲６．１ 長 生 村 ▲４．８ ▲９．５

鎌 ヶ 谷 市 ▲１．９ ▲５．４ 小 見 川 町 ▲３．２ ▲５．３ 松 尾 町 ▲４．９ ▲７．４

袖 ヶ 浦 市 ▲２．１ ▲６．８ 大網白里町 ▲３．２ ▲７．８

　エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

１６市町村（前年：２６市区町村）　　　１１０地点（前年：３９１地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

栄 町 ▲５．４ ▲８．０ 一 宮 町 ▲６．３ ▲１０．３ 大 栄 町 ▲８．４ ▲１０．７

成 東 町 ▲５．８ ▲１３．４ 九十九里町 ▲７．４ ▲１５．２ 下 総 町 ▲８．９ ▲１０．０

い す み 市 ▲５．９ ▲９．７ 芝 山 町 ▲７．６ ▲７．６ 横 芝 町 ▲８．９ ▲１２．２

勝 浦 市 ▲６．０ ▲１２．９ 光 町 ▲７．７ ▲９．６ 蓮 沼 村 ▲９．２ ▲１６．１

山 武 町 ▲６．０ ▲１１．６ 多 古 町 ▲７．７ ▲１１．１

東 庄 町 ▲６．２ ▲７．６ 富 津 市 ▲７．７ ▲１３．４

     

　オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１３市町）　　　０地点（前年：５９地点）
　　

　カ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：２町村）　　　　０地点（前年：５地点）
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　住宅地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ３．０ポイント縮小し、▲１．５％
 (前年：▲４．５％) となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり１０７，１００円で、前年と同額であった。。
　なお、浦安市住宅地の全標準地２５地点、市川市住宅地の標準地７１地点、松戸市住宅地の
標準地２８地点、船橋市住宅地の標準地２７地点など、全県標準地の２２６地点で価格が上昇し
た。



（３）宅地見込地

   ア　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

４市（前年：２市）　　　４地点（前年：２地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

流 山 市 ▲１．２ ▲５．５ 松 戸 市 ▲１．４ ▲５．３

野 田 市 ▲１．３ ▲２．６ 佐 倉 市 ▲４．１ ▲７．８

   イ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

１市（前年：４市）　　　１地点（前年：４地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

我 孫 子 市 ▲６．５ ▲６．１

 
   ウ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

２市（前年：１市）　　２地点（前年：１地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

市 原 市 ▲１０．３ ▲１７．９

木 更 津 市 ▲１２．５ ▲１３．３

   エ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１市）　　　０地点（前年：１地点）

   オ　２０％以上の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１区）　　　０地点（前年：１地点）

（４）商業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び標準地
１０市区（前年：０）　　　６６地点（前年：３地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

市 川 市 ９．１ ▲１．９ 松 戸 市 ０．８ ▲２．５ 柏 市 ０．１ ▲１．５

浦 安 市 ８．０ ▲１．７ 中 央 区 ０．７ ▲５．３ 稲 毛 区 ０．１ ▲１．０

船 橋 市 １．６ ▲３．７ 美 浜 区 ０．５ ▲２．５

習 志 野 市 １．４ ▲５．１ 花 見 川 区 ０．４ ▲２．１

   イ　変動率が０％の市区町村及び標準地

２区（前年：０）　　　２５地点（前年：３地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

若 葉 区 ０．０ ▲５．９

緑 区 ０．０ ▲６．０
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　商業地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ４．９ポイント縮小し、▲０．８％
（前年：▲５．７％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり２３５，４００円で、前年より５，２００円増加した。
　なお、市川市の全標準地１２地点、浦安市の全標準地４地点、船橋市の標準地１４地点、
千葉市中央区の標準地１２地点など、全県標準地の６６地点で価格が上昇した。

　宅地見込地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ４．７ポイント縮小し▲５．３％
（前年：▲１０．０％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり３３，７００円で、前年より２，２００円下落した。



   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

２２市町（前年：１２市区）　　　８１地点（前年：９７地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

鎌 ヶ 谷 市 ▲０．８ ▲７．６ 市 原 市 ▲２．６ ▲８．４ 茂 原 市 ▲４．３ ▲１０．５

八日市場市 ▲１．５ ▲１．７ 大網白里町 ▲２．８ ▲１２．４ 一 宮 町 ▲４．４ ▲１０．３

流 山 市 ▲１．５ ▲３．４ 館 山 市 ▲２．９ ▲９．８ 我 孫 子 市 ▲４．５ ▲８．１

野 田 市 ▲１．８ ▲２．８ 佐 倉 市 ▲２．９ ▲５．６ 白 子 町 ▲４．６ ▲１２．６

四 街 道 市 ▲１．８ ▲５．２ 長 南 町 ▲３．２ ▲９．７ 銚 子 市 ▲４．７ ▲５．７

旭 市 ▲２．１ ▲３．５ 君 津 市 ▲３．３ ▲１０．５ い す み 市 ▲４．９ ▲１０．６

袖 ヶ 浦 市 ▲２．１ ▲６．４ 木 更 津 市 ▲３．４ ▲９．９

八 千 代 市 ▲２．２ ▲６．２ 鴨 川 市 ▲４．２ ▲１０．９

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

１９市町村（前年：２３市区町）　　　　３０地点（前年：６７地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

長 生 村 ▲５．０ ▲１１．１ 印 西 市 ▲５．９ ▲８．６ 下 総 町 ▲８．９ ▲９．８

御 宿 町 ▲５．１ ― 小 見 川 町 ▲６．７ ▲８．２ 多 古 町 ▲８．９ ▲９．７

成 田 市 ▲５．２ ▲７．７ 九十九里町 ▲６．８ ▲１４．７ 横 芝 町 ▲９．０ ▲１２．１

東 金 市 ▲５．２ ▲１１．９ 松 尾 町 ▲７．２ ▲１３．０ 芝 山 町 ▲９．１ ▲９．１

山 武 町 ▲５．３ ▲１３．１ 八 街 市 ▲７．９ ▲９．６ 東 庄 町 ▲９．７ ▲１１．４

佐 原 市 ▲５．４ ▲７．５ 富 津 市 ▲８．３ ▲１３．６

勝 浦 市 ▲５．９ ▲１２．１ 大 栄 町 ▲８．５ ▲１０．３

 
  オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１８市町村）　　　　０地点（前年：３４地点）

（５）準工業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び標準地
２市（前年：０）　　　５地点（前年：０）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

浦 安 市 １１．０ ▲６．４

市 川 市 １．８ ▲３．９

   イ　変動率が０％の市区町村及び標準地

０（前年：０）　　　　１地点（前年：０）

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

１２市区町（前年：３市）　　　　３４地点（前年：１０地点）
［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

柏 市 ▲１．５ ▲３．７ 中 央 区 ▲３．０ ▲１１．１ 稲 毛 区 ▲３．５ ▲６．３

松 戸 市 ▲２．０ ▲４．７ 船 橋 市 ▲３．３ ▲６．６ 美 浜 区 ▲３．６ ▲９．６

大網白里町 ▲２．２ ▲８．０ 習 志 野 市 ▲３．４ ▲６．４ 緑 区 ▲４．６ ▲１１．４

佐 倉 市 ▲２．６ ▲８．２ 鎌 ヶ 谷 市 ▲３．５ ▲７．３ 四 街 道 市 ▲４．６ ▲８．４

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

５市（前年：１０市区町）　　　１４地点（前年：２４地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

市 原 市 ▲５．１ ▲１３．１ 野 田 市 ▲６．１ ▲６．０ 袖 ヶ 浦 市 ▲６．７ ▲１５．２

木 更 津 市 ▲６．０ ▲１２．１ 君 津 市 ▲６．３ ▲１０．２
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　準工業地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ６．０ポイント縮小し、▲３．０％
（前年：▲９．０％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり６８，２００円で、前年より８００円下落した。
　なお、浦安市、市川市の準工業地が、平成３年以来１５年ぶりに上昇に転じた。



   オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：５市区）　　　０地点（前年：１９地点）
　 　
   カ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１市）　　　　０地点（前年：３地点）

（６）工業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び標準地
１市（前年：０）　　　１地点（前年：０）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

市 川 市 ２．７ ▲６．３

   イ　変動率が０％の市区町村及び標準地
０市区町村（前年：０）　　２地点（前年：０）

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地
７市区（前年：０）　　　　１７地点（前年：１地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

中 央 区 ▲２．１ ▲９．６ 花 見 川 区 ▲４．１ ▲１０．２ 船 橋 市 ▲４．４ ▲８．３

佐 倉 市 ▲３．２ ▲９．６ 八 千 代 市 ▲４．３ ▲８．５

習 志 野 市 ▲３．９ ▲８．７ 稲 毛 区 ▲４．４ ▲８．１

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地
７市区町（前年：１０市区町）　　　　２６地点（前年：２２地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

白 井 市 ▲５．２ ▲９．２ 市 原 市 ▲７．１ ▲１３．７ 君 津 市 ▲９．３ ▲１２．８

柏 市 ▲５．６ ▲１０．２ 野 田 市 ▲７．９ ▲９．９

美 浜 区 ▲６．５ ▲１３．０ 袖 ヶ 浦 市 ▲８．０ ▲１６．４

　 オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：５市区）　　　０地点（前年：１７地点）
 　　 

 　カ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び標準地

０（前年：１市）　　　　０地点（前年：６地点）

（７）市街化調整区域内宅地

   ア　変動率が０％の市区町村及び標準地
２市（前年：０）　　２地点（前年：０）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年

市 川 市 ０．０ ▲９．０

鎌 ヶ 谷 市 ０．０ ▲７．７
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　工業地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ５．３ポイント縮小し、▲５．１％
（前年：▲１０．４％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり４７，２００円で、前年より２，７００円下落した。
　市川市の工業地が、平成３年以来１５年ぶりに上昇に転じた。

　調整区域内宅地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ３．５ポイント縮小し、
▲５．０％（前年：▲８．５％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり２５，５００円で、前年より１，２００円下落した。



   イ　５％未満の下落を示した市区町村及び標準地
１１市区村（前年：３市）　　　　　２５地点（前年：６地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

四 街 道 市 ▲０．７ ▲１．７ 野 田 市 ▲３．６ ▲４．１ 佐 倉 市 ▲４．３ ▲７．５

若 葉 区 ▲２．０ ▲８．１ 緑 区 ▲４．０ ▲９．０ 柏 市 ▲４．４ ▲７．６

　　　 流 山 市 ▲２．８ ▲４．７ 印 旛 村 ▲４．２ ▲８．６ 成 田 市 ▲４．５ ▲５．８

花 見 川 区 ▲３．５ ▲７．９ 八 千 代 市 ▲４．２ ▲６．５

    ウ　変動率５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び標準地
１２市町村（前年：１７市区町村）　　　　３６地点（前年：３９地点）

［市区町村別内訳］ H１８年 H１７年 H１８年 H１７年 H１８年 H１７年

船 橋 市 ▲５．１ ▲７．１ 白 井 市 ▲６．３ ▲８．１ 富 里 市 ▲７．８ ▲９．３

本 埜 村 ▲５．７ ▲８．９ 木 更 津 市 ▲６．６ ▲１１．４ 印 西 市 ▲８．４ ▲９．３

　　　 我 孫 子 市 ▲５．８ ▲８．０ 袖 ヶ 浦 市 ▲６．７ ▲１１．８ 富 津 市 ▲９．４ ▲１３．６

市 原 市 ▲６．３ ▲１１．８ 君 津 市 ▲７．１ ▲１０．４ 酒 々 井 町 ▲９．４ ▲１０．２

   エ　変動率１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び標準地
０（前年：６市町）　　　　０地点（前年：１８地点）

　

（７）林地

　　　調査市及び地点数　　　７市　　７地点

　　　　　　緑区、木更津市、成田市、市原市、八千代市、印西市、白井市・・・・・各1地点

-12-

　林地の県平均変動率は、平成１７年地価公示に比べ８．１ポイント縮小し、▲１２．１％
（前年：▲２０．２％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり１，９００円である。


